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８月の古紙回収予定日【第１・３火曜日】 

６日（火） ・ ２０日（火）   

◎当日の午前中に、芳養公民館前の駐輪場スペースに 

 出してください。 

◎回収できるものは雑誌・新聞・ダンボールです。 

◎必ず紙ヒモでくくってください。   

※回収日以外は、回収できませんので持ち込まないでください。 

 

盆踊り練習日 
 

  日程：８月20日（火） 

              ８月22日（木） 

  時間：19 : 30 ～ 21 : 00 

  場所：芳養公民館 

８/２５（日） 

１８：３０～２０：４５ 

※雨天の場合は８月３１日（土）に延期 

 昨年大変盛り上がりました芳養地区盆踊り大会を以下のとおり開催いたします。ご家族や

お友だちと一緒にご参加ください。今年も多くの皆様のご来場をお待ちしております。 

 ◇場  所：新芳養漁港内の広場 右図を参照 

      （田辺市芳養松原１丁目36） 
 

 ◇内  容：夜店（18:30～20:00） 

       ※わたがし、かき氷などが出店します。 

             盆踊り（17:05～20:30） 

        ※時間が前後する可能性があります。 

         最後に景品が当たる抽選会もあります。 
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芳養保育所 

新芳養漁港 

 ７月18日（木）に、田辺市体育センター（大屋体育館）にて「ニュースポーツ体験会」を開

催しました。初めての事業でしたが、30名を超える方に参加していただきました。 

 今回の体験会では「囲碁ボール」と「カローリング」という競技を行いました。初めての競

技で分からないことも多くあったと思いますが、楽しんでいただけたのではないでしょうか？ 

 今回の事業を機会に、ニュースポーツが

より身近なものになればと思います。今後

は、今回の反省点や参加していただいた方

のご意見等を参考にし、皆さんがより楽し

める事業にしていこうと思います。ありが

とうございました。 

ニュースポーツ体験会を開催しました！ 

 こちら芳養公民館の「書道サークル」です！「書道サークル」は以下の日時で活動をしてい

ます。書道に興味のある方や昔に書道をされていた方、一緒に書道を楽しみませんか？その他

詳細は、芳養公民館（22-1429）までお問い合わせください。 
 

◆日 時：第１・３木曜日 19:00～21:30（冬季は19:00～21:00） 

     ※予定が変更される場合もあります。 

◆場 所：芳養公民館 大集会室 

一緒に書道しませんか？ 

■会  期：◇第１期 10月４日（金）〜10月６日（日） 書・彫塑・生花の部    

      ◇第２期 10月11日（金）〜10月13日（日） 洋画・写真・工芸の部  

■開催場所：紀南文化会館 

■開催時間：９:00～17:00 

■募集作品：書・彫塑・生花・洋画・写真・工芸 

■出 品 料：１作品につき500円（高校生は学生証等の掲示で無料） 

■応募方法：作品の応募方法、応募資格等については、以下の事務局までお問い合わせください。 

■お問合せ： 〒646-8545 田辺市東山一丁目５－１  

       田辺市教育委員会文化振興課内 田辺市美術展覧会事務局 

      ＴＥＬ：0739-26-9943（直通/平日8:30～17:15） 

      メール：bunshin@city.tanabe.lg.jp 

第69回田辺市美術展覧会（市展）の開催と出展作品募集について 



芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 

６ ８  「自主・自律・連帯」８月号 

  ～命輝く夏を～ 
清く 高く のびのびと ８月号 

～子どもの姿に成長が見える学校をめざして～ 

◇充実した夏休みに 
 

 今年も暑さ厳しい季節になってきました。保護者の皆さま方、地域の

皆さま方におかれましては、お体に気をつけてお過ごしください。 

 さて、１学期も終わり、夏休みに入りました。終業式では、次のよう

に各学年の夏休みの目標を話しました。一部を紹介します。 

 『１年生は、「挑戦の夏」を目指してください。中学校で初めての夏

休みです。部活動もあり登校することも多くなります。小学校に比べ

て、忙しく活動的な夏になると思います。ぜひ、いろいろなことに挑戦

して、自分を高めてください。 

 ２年生は、「責任の夏」を目指してください。部活動をはじめ学校の

リーダーとしての役割が君たちにバトンタッチされてきています。一人

ひとりがリーダーの自覚を持って、責任のある行動を目指してくださ

い。 

 ３年生は、「進路の夏」を目指してください。進路については、まだ

まだ悩みや迷いがあり、はっきりこれだと決まっていない人も多いと思

います。進学とあわせて、将来の仕事についても家族と話し合う時間を

持ってください。 

 最後に、人生で一番重要なことです。心と体、そして命を大切にする

ことです。水の事故、交通事故にあわないように十分気を付けてくださ

い。また、SNSでのトラブルに巻き込まれたり、傷つける言動で、お互

いに心を痛めることのないようにしてください。』 

 生徒にとって充実し、成長できる夏休みになるよう、保護者、地域の

皆さま方の見守りもよろしくお願いします。 

 

◇令和６年度田辺・西牟婁中学校総合体育大会 
 

 ７月13～15日、20、21日に田辺・西牟婁中学校総合体育大会が行

われ、本校の生徒たちも日頃の練習の成果を発揮し頑張りました。県大

会出場（７月23日～）を獲得した成績を紹介します。近畿大会を目指し

て活躍を期待します。体操部は、田辺・西牟婁の大会はなく、県大会か

らの出場になります。 
 

〇野球 優勝 

○バスケットボール女子 ２位 

〇ソフトテニス男子個人 ３位 水野 祥、池田祐月ペア 

            ３位 辻本直恆、壷井結心ペア 

〇陸上競技 

  共通男子 走幅跳  ３位 堀本十座 

  １年男子 100ｍ   １位 平阪璃桜（12秒04 大会新） 

〇柔道 

 女子団体 優勝 

 女子個人52kg級 １位 中田 奏 

     57kg級 １位 那須一華  

◇さあ、いよいよ夏休み 
 

 ７月19日（金）に一学期の終業式を行いました。「やる気・元気・

本気・負けん気」を合い言葉に、学校行事や運動や学習に全力で取り

組み、いい汗を流した子どもたちの頑張りをたくさん褒めました。特

に「みんなの力で素敵な畑に！ ２」の実践で、育てたい野菜を自分た

ちで決めたこと、畝づくりやマルチ張り、作物の棚つくり等を自分た

ちでやりきったことなど、主体的に動き、一生懸命に畑作業を頑張る

姿が輝いていたよと話をしました。最後に、これまでの活動の様子を

まとめた「みんなの力で素敵な畑に！ ２」のDVDを見ました。  
 

◇みんなの力で素敵な畑に！ Vol.16 

今年新たにチャレンジしているメロンやスイ

カの実が大きくなってきたので、ネットに入

れてつるしました。夏休み前にはメロンもス

イカも手まりぐらいの大きさに育っていま

す。メロン祭りやスイカ割りが楽しみです。 

～イチゴ収穫～ 

四季なりイチゴの実が次々にふくら

み、赤くなってきたので食べました。

甘酸っぱくて美味しいと好評でした。 

～親子ピザ作り体験授業～ 

７月９日（火）に、これまで一生懸命に育ててき

た野菜【ヤングコーン、ミニトマト、パプリカ、

ナス、バジル】と、頂いた【アオリイカ】を具材

に「もんぺとくわ」さんご協力のもと、親子でピ

ザを作って焼きました。育てた野菜で作った世界

に一つだけのピザの味は最高でした。食後には、

これまでの取組をまとめた「みんなの力で素敵な

畑に！ ２」のDVDを視聴しました。 

～焼きとうもろこしパーティー開催～ 

７月18日（木）には、とうとうトウモロコシを

収穫することができ、早速「焼きトウモロコシ」

にしていただきました。プールサイドで炭火を

使って焼いたトウモロコシはとてもあまく、醤油

の香ばしさとマッチして子どもたちに大好評でし

た。愛情たっぷり育てたとれたてのトウモロコシ

の美味しさに「こんなおいしいトウモロコシ初め

て食べたよ」「また食べたい」との声が多かった

です。まだ少し残っているので、校内水泳大会の

時に「焼きとうもろこし」にしたいと思います。 

メロン↑ 

スイカ↓ 

運のいい人 
 

 「経営の神様」と呼ばれた松下幸之助氏は、採用試験で必ず最後に聞

く質問があったそうです。それは、「君は運がいいか？」というもので

した。そして、「はい、運がいいです」と答えた人のみ採用したそうで

す。なぜなら、自分のことを「運がいい」と思っている人は少しぐらい

の逆境でもあきらめたり、腐ったりせず、真正面から立ち向かい乗り越

えてしまうからなのです。「自分は運がいいので絶対大丈夫」と自分を

信じているからです。 

 私は、「運」というものにあまり興味をもっていませんでした。運は

人の力ではどうにもできない「偶然の出来事」だと思っていたからで

す。しかし、近年では、運を科学の視点からみた研究が進み、よい偶然

を引き寄せる方法がわかってきたといいます。冒頭のエピソードは、中

野信子著『科学がつきとめた「運のいい人」』で紹介されていました。

この本では、「運」は生まれつき決まるものではなく、その人の考え方

や行動パターンによって変わるということで、運をよくするための具体

的な行動や考え方が脳科学の知見をもとに解説されています。以前この

本を手にしたときは、さらっと読み過ごしたのですが、改めて読むと共

感できる部分、納得できる部分がたくさんあるのです。 

 一番納得できたことは、目標や夢を「自分なりのしあわせのものさ

し」で決めて、はっきりさせるということです。目標や夢をもつことの

大切さはよく聞きますが、これを「運」と結びつけて考えることはあり

ませんでした。 

 著者は、運を上げるポイントは「もし幸運の神さまがいるとしたら、

その神さまが放った幸運の矢をとらえる準備ができていることだ」と表

現し、その準備の中でもっとも重要なのが、明確な目標や目的をもち、

常に忘れないことだといいます。これを実践している人ですぐに思い浮

かぶのがドジャーズの大谷翔平選手でしょう。そして確か、大谷選手も

「運」を大事にしていました。 

 また、偶然にも、最高裁判事、堺 徹さんからのメッセージの中に、

「運よく」という言葉が２回も使われていることに気づきました。23歳

の時に司法試験に合格されたこと、自分で考えた「やりたい仕事」を長

くやることができたことを「運よく」とおっしゃっています。実力とご

努力は当然のことながら、堺さんもご自身のことを「運がいい」と思っ

ていらっしゃるのかなと思い、校長室に

飾ってあるメッセージを改めて興味深く読

みました。脳は何歳になっても成長し、

「運のいい脳」に育てていくことができる

といいます。 

 この夏休み、子どもたちはもちろん、私

たち大人も改めて目標や夢について考え、

幸運の矢をとらえる準備をしませんか。 


